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小学校４年生　ピア･サポート･プログラム　
指導計画　(2012年度発行 第3版)　
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小学校４年生の授業でめざす児童像
◎感情についてのいくつかの知識を持つ。
◎感情についての知識が日常生活の中で実感できるようになる。
◎感情をコントロール（制御）して、周囲に感情を言葉で伝えられるようになる。
小学校５年生へはどうつながっていくか
◎５年生になると「問題解決」というテーマに変わる。そもそも人間関係における問題は、感情のもつれがきっかけで起こることがほとんどである。そのような問題を解決できるようになるためには、４年生で学ぶ“感情”が土台になることを理解しておくとよい。
小学校４年生の授業
テーマ　　感情２
単元目標　おたがいの感情について考え、よい人間関係を作ろう！
実施時期　第1,2セッションは2～3週間程度の間隔で1学期に実施。第3,4セッションは、
それぞれ独立しているが、最大4週間の間隔で実施。(例　①5,②5,③9,④10月など)。
留意点　　①小学校4年生には予告授業があります。10～15分程度を用いて、ピアの授業の前日か当日の朝までに行って下さい。指導案はありません。
　　　　　
②小学校4年生の授業から、目標に加えて「テーマ」が登場します。ここにはその日の授業が印象的になるようなキャッチコピーのような役割があります。混乱する児童が多い場合、カットしても問題はありません。
③4年生にとって｢感情｣というキーワードは少し難しくもあり、興味深いものでもあります。実生活でも、“感情”の重要性により気づく年齢です。ピア・サポートの授業中だけでなく、日常生活でも「ピアで学習したように人には感情が…」と投げかけていくと、定着しやすくなります。
④第３セッションで登場するフクロウ先生は、実は６年生で目指すべきキャラクターであるフクロウさんの前振りでもあります。
　　　　　
展開
	時数
	●テーマ
○目標
	ねらい
	授業概要

	予告
	○ピア・サポートの意味「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」を捉える。
○ピア・サポートで２つの大切なこと「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」を知る。
○４年生の学習テーマ「感情」、目標「おたがいの感情について考え、よい人間関係を作ろう！」であることを知る。
○３年に学習したポイントを復習する。

	１
	●感情って何？
○感情語と感情の　　　　　
　サインを
つかまえよう！
	１．ピア･サポートの意味、４年生の授業で学習することを知らせる。
２．感情に関する３つの気づき（知っていてほしいこと）を確認する。（３年の復習）
３．体の変化を見つけ、１つ１つを表現させる。
４．身近な感情を表す言葉「感情語」を見直させる。
	・「気持ち」を「感情」という言葉に変えていく。
・感情が起きたときの体のサインを見つけ出す。
・会話から感情語を捉える。

	２
	●感情って
ふくざつ！
○感情のふくざつさを
　 知って、感情について
　 より考えられるようになろう！
	１．感情の知識について２つのポイント（①同時に２つ以上の種類や強さの違う感情を持つことがある。②同じ場面にいても人や立場によって感情がちがうことがある。）を学ばせる。
２．立場の違う人の感情を、それぞれの立場に立って考える練習をさせる。
	・１つの場面でも複数の感情を同時に持つ場合があることを知る。
[image: image3.png]


[image: image4.png]


・立場が変わると感情が変わることがあることを知る。

	３
	●落ち着け！
感情!!

○強くなりすぎた
感情を落ち着か
せることが　　　　　　   

できるように
なろう！
	１．強すぎる感情がおきたとき、感情を落ち着かせる方法があることを学ばせる。
２．強くなりすぎた感情を持っている友だちを、落ち着かせる練習をさせる。
	・感情が強くなりすぎ
ている友だちを見た 

とき(今回は「怒って
いる子」)の落ち着か
せ方を知る。
・ロールプレイを通して感情の落ち着かせ方を経験する。
・“怒り”以外の場面でも使えることを知り、さらに友だちに対してだけではなく、自分に対して使うことが出来ることを知る。

	４
	●伝え合おう！
この感情！
○おたがいの感情を
　分かり合うために、
言葉で感情を
伝え合おう！
	１．よい人間関係を作るために、お互いの感情を言葉で伝え合う必要があることを学ばせる。
２．周りの人も自分も大切にした感情の伝え方のステップ(①言葉を考える。 ②相手を見て、ちょうどよい声の大きさで話す。③相手にも感情と理由を聞く。)を学ばせる。
３．周りの人も自分も大切にした感情の伝え方を練習させる。
	・人間関係を調整するためには、感情を落ち着かせた後、感情を伝え合うことが必要であると教える。
・よい感情の伝え方とよくない感情の伝え方を比較し、よい方法を理解する。
・感情を伝え合うロールプレイを行う。


